
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 開催日 講師名 講演テーマ 

１ 
5月25日（水） 

19：00 より 

情報理工学研究科 

情報環境学専攻 准教授 

鼎 信次郎 

地球は水危機？日本は大丈夫？ 

２ 
6 月 1日（水） 

19：00 より 

理工学研究科 

地球惑星科学専攻 教授 

高橋 栄一 

地球深部からの水が地震・火山活動を 

起こす 

３ 
6月 8日（水） 

19：00 より 

理工学研究科 

地球惑星科学専攻 教授 

岩森  光 
地球のダイナミクス 

４ 
6月15日（水） 

19：00 より 

社会理工学研究科 

社会工学専攻 助教 

棟居 洋介 
世界の食糧問題の未来 

５ 
6月22日（水） 

19：00 より 

総合理工学研究科 

化学環境学専攻 助教 

豊田  栄 

アイソトポマーで地球温暖化を科学 

する-亜酸化窒素（N2O）の例- 

６ 
6月29日（水） 

19：00 より 

世界文明センター 

特任教授 

米本 昌平 

科学と国際政治との融合としての地球 

環境問題 

☆ 学習コーディネーター  理工学研究科 物質科学専攻 教授 腰原 伸也 

☆ 企画協力  自然科学交流会 
 

 

 

地球は長い歴史の中で、多くの変動を繰り返してきました。今年に入っても、これらの自然現象が

私たちの生活に多大の影響を与えています。一方、地球は私たちに生存の場と豊かな資源を提供し、

文明を生み出す貴重な機会を与えてくれています。近年私たち人類の営みが地球環境を悪化させる

など、地球と私たちとの関りは、ますます密接なものとなっています。この機会に地球やそれを取り巻く

環境、さらにはその地球上での生命の活動を少しでも深く理解しましょう。 

会場： 東京工業大学 本館１階 H111講義室 

111 

 

主催：大田区教育委員会・東京工業大学 

平成２3年度区民大学・第１4回東京工業大学提携講座       おおた地域力発見倶楽部事業 

詳細は東京工業大学のＨＰでも確認できます。 

http://www.titech.ac.jp/public/index.html 

申込方法は裏面をご覧ください。 

本館1階 

Ｈ111 講義室 

大
岡
山
駅 

【注意】会場内でのカメラ、ビデオの撮影、録音はご遠慮ください。 

５／１６ 
申込締切 

http://www.titech.ac.jp/public/index.html


「 講 演 題 目 と講 演 内 容 」 

● ５/２５ 鼎 信次郎 （大学院情報理工学研究科 情報環境学専攻 准教授） 
「地球は水危機？日本は大丈夫？」 
「20世紀は石油をめぐる戦争だったが、21世紀は水をめぐる戦争がおこる！？」などと、水問題が最大

級の地球環境問題になるかもしれないと噂されています。ここでは世界の水危機なるものについて、今わ

かっていること、わかっていないこと、日本との関係などについて、最先端研究の立場から解説します。 

● ６/１ 高橋 栄一 （大学院理工学研究科 地球惑星科学専攻 教授） 

「地球深部からの水が地震・火山活動を起こす」 

３月11日の東北関東巨大地震や本年１月以来引き続く霧島火山新燃岳の火山活動はいずれも、日本

列島が海洋プレートの沈み込みに伴う巨大な変動帯に位置するために起きたものです。日本列島の地

震・火山活動には地球深部から来る水が原因となっていることを解説します。 

● ６/８ 岩森 光 （大学院理工学研究科 地球惑星科学専攻 教授） 

「地球のダイナミクス」 

太陽系の中でも、地球は活発な火山・地震活動やプレート運動をみせ、大陸・水と生命の存在する活動

的な惑星です。地球はどのような特徴をもった星なのか、そのダイナミクスと仕組みについて解説します。 

● ６/１５ 棟居 洋介 （大学院社会理工学研究科 社会工学専攻 助教） 

「世界の食糧問題の未来」 

近年の世界的な食料価格の高騰の背景には、途上国の人口増加や経済成長、投機マネー、 バイオエ

タノールの需要増や地球温暖化による異常気象があるといわれています。2050年には世界人口が 91億

人まで増加すると予測される中，世界の食料は大丈夫なのでしょうか。 国連の専門家による予測とその

限界についてお話します。 

● ６/２２ 豊田 栄 （大学院総合理工学研究科 化学環境学専攻 助教） 

「アイソトポマーで地球温暖化を科学する -亜酸化窒素（N2O）の例-」 

アイソトポマーとは、安定同位体（14N, 15N, 16O, 17O, 18Oなど）の組み合わせで多数存在する分子のことで、

微量のアイソトポマーの存在度はその物質の起源やその物質が受けた反応によって変化します。これを

利用した温暖化ガスの地球上の複雑な循環の研究について、亜酸化窒素を例としてご紹介します。 

● ６/２９ 米本 昌平 （世界文明センター 特任教授） 

「科学と国際政治との融合としての地球環境問題」 

地球温暖化問題は、自然科学の研究が、各国に化石燃料の使用の削減を迫る、まったく新しい事態で

す。温暖化問題が外交の対象に繰り入れられてきた過程は、実は冷戦終焉と強く関係しています。このよ

うな視点から、温暖化条約の成立や京都議定書を再評価し、今後の日本が進むべき方向を考えます。 

《申込方法》   

※ 往復ハガキに「①申込講座名（連続ｏｒ希望回）、②氏名、③住所、④連絡先、⑤年齢もしくは
年代」をご記入のうえ、下記までお申込みください。（５/１６必着） 

※ 電子申請でもお申込みできます。詳しくは、大田区ＨＰをご覧ください。 

※ 定員[80名]を超えた場合は抽選。定員に満たない場合は、５/１６以降、電話で受け付けます。 

 

 

 

《申込み・問合せ先》 大田区教育委員会事務局 社会教育課 事業担当 

〒144-8623（住所不要）大田区蒲田５－１３－１４［区役所本庁舎6階］ 

電話０３（５７４４）１４４７  ＦＡＸ０３（５７４４）１５３９ 
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